
鶴
岡
市
議
会
７
月
臨
時

会
が

日
開
か
れ
、
令
和

27

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
２
億
９
４
４
７
万
３
千

円
が
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
７
３
６

億
２
７
６
５
万
９
千
円
と

な
り
ま
す
。

補
正
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
・
原
油
価
格
物

価
高
騰
等
対
策
の
６
事
業

で
す
。

①
「
強
い
農
業
産
地
づ
く

り
支
援
事
業
」
１
１
０
０

万
１
千
円
は
、
大
豆
の
生

産
拡
大
に
向
け
、
汎
用
コ

ン
バ
イ
ン
や
ブ
ー
ム
ス
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
導
入
補
助
金

で
、
財
源
は
全
額
、
県
を

経
由
し
た
国
補
助
金
で

す
。事

業
費
２
４
２
０
万
５

千
円
に
対
し
、
補
助
率
２

分
の
１
で
す
。

②
「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
事
業
」
１
億
３
６
６
４

万
４
千
円
は
、
先
に
実
施

し
て
い
る
国
の

万
円
給

10

付
対
象
か
ら
外
れ
た
低
所

得
世
帯
を
対
象
に
、
市
独

自
で
１
世
帯
当
た
り
現
金

２
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

国
対
象
か
ら
外
れ
た
世

帯
と
は
、
非
課
税
世
帯
だ

が
、
扶
養
等
が
あ
り
該
当

と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯
の

こ
と
で
す
。

今
回
対
象
と
な
る
の

は
、
世
帯
全
員
が
非
課
税

か
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

で
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
扶
養
し
て
い
る
人

の
課
税
状
況
が
住
民
税
非

課
税
・
均
等
割
の
み
の
場

合
に
該
当
す
る
世
帯
等
で

す
。既

に
国
の
給
付
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
世
帯
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
（
図

参
照
・
議
会
資
料
よ
り
）

対
象
と
な
る
世
帯
数
は

６
５
０
０
世
帯
を
想
定

し
、
給
付
額
２
万
円
は
、

東
北
電
力
値
上
げ
幅
１
８

０
０
円
の

ヶ
月
分
に
相

12

当
と
し
て
い
ま
す
。

③
「
園
芸
作
物
生
産
基
盤

再
整
備
価
格
高
騰
対
策
事

業
」
４
３
４
９
万
１
千
円

は
、
県
と
の
協
調
支
援
に

よ
り
、
野
菜
・
花
き
用
ハ

ウ
ス
の
修
繕
や
、
建
て
替

え
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
率
は
３
分
の
１

で
、
対
象
品
目
は
、
ト
マ

ト
、
メ
ロ
ン
、
き
ゅ
う
り
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ね
ぎ
、

に
ら
、
促
成
山
菜
、
ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
ト
ル
コ

ぎ
き
ょ
う
等
で
す
。

④
「
共
同
乾
燥
調
製
施
設

原
油
価
格
高
騰
対
策
事

業
」
４
４
６
６
万
８
千
円

は
、
米
、
大
豆
、
そ
ば
等

の
共
同
乾
燥
調
製
施
設
の

電
気
・
燃
油
代
に
つ
い

て
、
前
年
同
月
か
ら
の
価

格
上
昇
分
を
支
援
し
ま

す
。対

象
施
設
は
、
Ｊ
Ａ
鶴

岡

施
設
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た

11
が
わ
６
施
設
、
集
落
等
団

体
８
施
設
の
計

施
設
で

25

す
。単

価
の
差
額
は
上
昇
率

％
を
上
限
と
し
、
使
用

30量
は
前
年
同
月
実
績
を
上

限
と
し
ま
す
。

⑤
「
飼
料
価
格
高
騰
緊
急

支
援
事
業
」
３
０
５
８
万

５
千
円
は
、
畜
産
事
業
者

に
対
し
、
飼
料
価
格
の
高

騰
分
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

畜
種
ご
と
の
単
価
に
飼

養
頭
羽
数
を
か
け
、
１
事

業
者
に
つ
き
上
限
１
０
０

万
円
で
す
。

単
価
は
、
繁
殖
牛
３
０

０
０
円
、
肥
育
牛
７
０
０

０
円
、
乳
牛
９
０
０
０
円
、

豚
２
０
０
０
円
、
鶏
１
０

０
円
で
す
。

⑥
「
水
産
物
販
促
・
飲
食

等
需
要
喚
起
事
業
」
２
８

０
８
万
４
千
円
は
、
飲
食

店
等
の
地
魚
購
入
支
援

や
、
誘
客
企
画
、
広
告
等

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店

の
地
魚
購
入
支
援
は
、
今

年

月
の
１
ヶ
月
間
、
ズ

10
ワ
イ
ガ
ニ
、
タ
イ
、
サ
ケ

等
指
定
魚
種
の
購
入
経
費

の

２
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。

誘
客
企
画
は
、
利
用
者

の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０

組
、
水
産
加
工
品
が
当
た

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
で

す
。
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鶴
岡
市
議
会
の
百
条
委

員
会
が
長
引
い
て
い
る
こ

と
に
、
市
民
や
マ
ス
コ
ミ

か
ら
批
判
が
相
次
い
で
い

ま
す
。

１
０
０
万
円
寄
付
問
題

は
自
治
体
の
事
務
で
は
な

く
、
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
も
労

使
間
の
問
題
で
、
１
０
０

条
調
査
の
限
界
を
超
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

皆
川
市
長
は
「
広
報
つ

る
お
か
」
８
月
号
の
「
市

長
の
一
筆
入
魂
」
で
、「
私

自
身
が
指
摘
を
受
け
て
い

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題

を
含
む
働
き
方
」
に
つ
い

て
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
明
る
く
働
き
や
す
い

職
場
へ
、
組
織
一
丸
と
な

っ
て
変
わ
っ
て
い
く
。
」

と
書
い
て
い
ま
す
、

先
の
市
長
選
挙
が
し
こ

り
と
な
り
、
政
争
の
た
め

に
１
０
０
条
調
査
を
長
引

か
せ
て
良
い
の
か
、
問
わ

れ
ま
す
。



山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
（
広
域

連
合
長
・
佐
藤
孝
弘
山
形

市
長
）
の
７
月
定
例
会
が

日
に
開
か
れ
、
議
会
選

27出
の
菅
井
巌
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

事
前
の
協
議
会
で
は
、

令
和
３
年
度
決
算
と
運
営

状
況
、
４
年
度
補
正
予
算

の
概
要
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。

新
た
に
約

億
円
を

15

基
金
に
積
み
立
て

保
険
料
の
収
納
状
況
は

・

％
で
、
計
画
と
前

99

68

年
度
を
上
回
る
一
方
で
、

保
険
給
付
費
は
予
算
比
で

約

億
円
少
な
く
、
長
引

24
く
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
受

診
抑
制
の
影
響
、
療
養
給

付
費
等
の
減
少
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
決
算
に
伴

う
繰
越
金
が
約

億
１
０

46

０
０
万
円
と
な
り
、
そ
の

う
ち
国
や
県
・
市
町
村
、

過
年
度
療
養
給
付
費
返
還

金
の

億
９
０
０
０
万
円

30

を
差
し
引
い
た
約

億
２

15

０
０
０
万
円
を
今
年
度
に

基
金
積
立
し
ま
す
。

決
算
繰
越
は
想
定
を

上
回
る

保
険
料
引
き
下
げ
を

菅
井
議
員
は
、
基
金
積

み
立
て
状
況
な
ど
に
つ
い

て
質
問
。
今
回
の
決
算
承

認
を
経
て
、
約

億
円
と

38

の
実
態
が
示
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
被
保
険
者
数
の

推
移
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

団
塊
の
世
代
が

歳
を
迎

75

え
、
増
加
す
る
予
測
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
議
案
審
査
で

菅
井
議
員
は
、
決
算
繰
越

が
想
定
を
上
回
り
、
基
金

取
り
崩
し
に
よ
る
保
険
料

率
の
引
き
下
げ
を
質
し
ま

し
た
。

基
金
は
、
保
険
料
負
担

増
や
医
療
給
付
費
の
急
増

に
備
え
て
ゆ
く
旨
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

他
の
出
席
議
員
か
ら

は
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
被
保
険
者
証
」
を

進
め
る
申
請
作
業
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
個
人
情
報

の
問
題
や
、
医
療
機
関
で

の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
遅
れ

な
ど
、
疑
問
点
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

決
算
承
認
は
賛
成
多

数
、
補
正
予
算
は
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
と
年
金
削

減
、
窓
口
負
担
増
…

負
担
軽
減
が
必
要

菅
井
議
員
は
、
令
和
３

年
度
決
算
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
反
対
討
論
を
述
べ

ま
し
た
。

令
和
２
年
か
ら
保
険
料

率
を
引
き
上
げ
た
も
と
で

の
黒
字
で
あ
り
、
軽
減
特

例
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
繰

越
金
は
想
定
以
上
で
あ

る
。高

齢
者
の
生
活
実
態

は
、
物
価
高
騰
と
年
金
削

減
、
窓
口
負
担
の
２
割
化

導
入
な
ど
が
あ
り
、
負
担

軽
減
が
必
要
で
あ
る
。

国
が
示
す
後
期
高
齢
者

負
担
率
は
、
制
度
発
足
時

の

％
が
２
年
ご
と
に
見

10
直
し
さ
れ
、
令
和
２
年
～

３
年
は

・

％
、
４
～

11

41

５
年
度
は

・

％
と
な

11

72

り
、
制
度
の
根
本
的
矛
盾

の
解
決
を
、
国
に
強
く
求

め
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・湯野浜下区公衆浴場機械設備等改修工事（湯野浜一丁目1-7）（入札5業者）
(株)板垣水道 7,390,000円（7,550,000円）工期～11/30（落札率97.88％）

朝日庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・旧大泉鉱山寿岡堆積場耐震対策現況安定解析及び対策工予備設計業務（大鳥地
内）（入札10業者うち5業者辞退）
基礎地盤コンサルタンツ(株)山形支店 14,690,000円（21,590,000円）

期間～5/2/28（落札率68.04％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・市道神明前茶屋川原線消雪施設改修工事（下山添字茶屋川原地内）（入札7業者）
日本地下水開発(株) 8,000,000円（8,420,000円）工期～12/28（落札率95.01％）
・市道鶴岡駅前線融雪施設改修工事（末広町地内）（入札15業者うち6業者辞退、1
業者欠席）
加藤建設管工(株) 1,700,000円（1,790,000円）工期～12/28（落札率94.97％）
・湯温海地内排水路測量設計業務（湯温海地内）（入札9業者）
(株)榎本測量設計事務所 2,900,000円（3,080,000円）

期間～5/3/24（落札率94.16％）
・堂ノ前線調査設計業務（越沢地内）（入札12業者）
(株)東邦設計コンサル 1,950,000円（1,970,000円）期間～5/1/31（落札率98.98
％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月27日入札分

・市公共下水道事業雨水日和田１号幹線改築工事（日和田町地内）（入札4業者う
ち1業者辞退）
(株)佐藤工務 22,500,000円（22,750,000円）工期～11/30（落札率98.90％）

「
鶴
岡
市
平
和
の
集
い
・

資
料
展
」
が
８
月

日
16

（
火
）
～

日
（
土
）
、

20

市
中
央
公
民
館
・
大
視
聴

覚
室
で
開
か
れ
ま
す
。

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】
は

日
（
火
）
午
後
１
時

16

30

分
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民

話
『
て
ぶ
く
ろ
』
朗
読
、

伴
和
香
子
さ
ん
の
お
話

「
平
和
へ
の
願
い
」
、
「
東

京
大
空
襲
・
庄
内
の
空

襲
」
証
言
映
像
上
映
、
本

間
勇
さ
ん
の
シ
ベ
リ
ア
抑

留
体
験
の
お
話
、
ピ
ア
ノ

演
奏
と
歌
な
ど
で
す
。

定
員
は

人
で
、
参
加

70

予
約
が
必
要
で
す
。

日
（
土
）
は
戦
争
体

20
験
証
言
映
像
の
上
映
（
９

時
～

時
）
が
あ
り
、
定

12

員

人
で
、
参
加
予
約
が

50
必
要
で
す
。

【
展
示
部
門
】
は

日
16

（
火
）
～

日
（
土
）
で
、

20

申
込
は
不
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
は
、
鶴
岡
市

役
所
総
務
課
０
２
３
５
・

２
５
・
２
１
１
１
へ
。


